
小
島
清
名
誉
教
授
自
作
年
譜

（95）　小島滴名誉教授自作年譜

生
い
立
ち

　
犬
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
。
私
の
出
生
と
少
年
期
は
余
り
に
も
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
で
あ
っ
た
の
で
、
多
く
を
語
り
た
く
な
い
。
五
月
二
二
日
、
瀬
見
井

良
三
郎
、
ゑ
つ
の
、
男
四
人
・
女
三
人
の
末
子
と
し
て
、
名
古
屋
市
中
区

流
町
二
一
に
生
ま
れ
た
。
父
は
名
古
屋
近
傍
の
祖
父
江
村
の
水
飲
百
姓
の

三
男
で
、
名
古
屋
へ
出
て
き
て
、
い
く
つ
か
の
小
商
売
を
試
み
た
が
成
功

せ
ず
、
子
沢
山
で
大
変
な
貧
窮
状
態
に
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
年
四
月
。
波
寄
尋
常
小
学
校
へ
入
学
“
同
八
年
三
月
卒
業
。
世

界
恐
慌
と
日
本
経
済
の
混
胤
の
あ
ふ
り
を
う
け
て
、
我
が
家
は
極
貧
、
露

店
商
に
出
か
け
る
母
と
荷
物
を
、
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
、
送
り
迎
え
す
る

毎
日
で
あ
っ
た
。
私
は
小
学
校
を
出
た
ら
す
ぐ
小
僧
に
行
け
と
い
わ
れ
て

い
た
。
小
学
校
の
恩
師
丹
羽
哲
夫
先
生
が
、
成
績
の
良
い
私
を
あ
わ
れ
ん

で
、
せ
め
て
す
ぐ
役
に
立
つ
商
業
学
校
へ
行
く
よ
う
、
両
親
兄
姉
を
説
得

し
て
下
さ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
商
商
商
と
い
う
進
学
コ
ー
ス
を
た
ど

る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
”
毛
並
。
は
甚
だ
お
粗
末
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。

　
昭
和
八
年
四
月
。
。
愛
知
県
商
業
学
校
へ
入
学
、
同
二
二
年
三
月
卒
業
。

当
時
の
校
長
は
今
村
直
人
先
生
で
、
九
十
歳
を
過
ぎ
た
今
日
も
嬰
鍵
と
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
私
は
入
試
も
一
番
で
あ
っ
た
が
、
五
年
間
ず
っ
と
首
席

を
続
け
た
。
担
当
教
諭
岡
部
淳
一
先
生
の
お
世
話
で
、
名
古
星
市
中
区
榎

町
（
大
須
の
裏
）
に
住
ん
で
い
た
小
島
鉄
次
郎
、
ま
さ
の
家
に
、
昭
和
一

三
年
一
月
、
養
子
に
入
っ
た
。
小
島
の
祖
父
（
芸
名
杵
星
三
太
郎
）
は
、

徳
川
慶
喜
候
に
随
っ
て
江
戸
落
ち
し
た
旗
本
で
、
長
唄
の
家
元
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
。
父
は
能
管
を
楽
し
み
、
母
は
長
唄
を
嗜
ん
で
い
た
。
伯
母

は
、
回
シ
ァ
文
学
の
中
村
白
葉
氏
に
嫁
い
で
い
た
。
つ
ま
り
名
家
で
は
あ

っ
た
ら
し
い
。
だ
が
帝
国
水
産
に
務
め
る
平
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
経
済
的

に
は
豊
か
で
は
な
く
、
私
が
東
京
商
大
へ
入
学
し
て
か
ら
、
そ
の
学
費
に

両
親
は
苦
労
し
た
ら
し
い
。

　
昭
和
二
二
年
四
月
。
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
に
無
試
験
入
学
、
同
一
六

年
三
月
卒
業
。
渡
辺
龍
聖
校
長
の
創
設
し
た
当
時
の
名
高
商
は
、
國
松
豊
、

小
原
亀
太
郎
、
高
島
佐
一
郎
、
赤
松
要
、
宮
田
喜
代
蔵
、
酒
井
正
三
郎
、

藻
利
重
隆
、
北
川
一
雄
な
ど
鐸
々
た
る
教
授
連
が
肩
を
な
ら
べ
て
い
た
黄

金
時
代
に
あ
っ
た
。
商
業
出
の
私
は
、
宮
因
先
生
の
講
義
を
聞
き
、
ぜ
ミ

指
導
を
受
け
た
。
中
山
伊
知
郎
先
生
の
『
純
粋
経
済
学
』
が
世
に
間
わ
れ

た
頃
で
、
そ
れ
が
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
。
赤
松
先
生
は
申
学
出
を
担
当

さ
れ
て
お
り
、
昭
和
一
四
年
四
月
に
東
京
商
大
へ
栄
転
さ
れ
た
の
で
、
私
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は
名
高
商
で
は
つ
い
に
お
教
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に

満
州
事
件
、
支
那
事
変
と
進
展
し
て
い
た
わ
け
で
、
勉
強
に
は
熱
中
で
き

な
か
っ
た
。
父
の
勧
め
で
謡
曲
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
、
そ
れ
を
楽
し
ん
だ
。

一
一
終
戦
前
後

　
昭
和
ニ
ハ
年
四
月
。
東
京
商
科
大
学
々
部
に
入
学
、
同
一
八
年
九
月
繰

上
げ
卒
業
。

　
昭
和
一
八
年
十
月
よ
り
二
年
間
、
東
京
商
科
大
学
特
別
研
究
生
。

　
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
。
東
京
産
業
大
挙
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
挙
者
に
も
・
運
・
と
い
う
も
の
が
あ
る
し
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
ら
し

い
。
父
は
私
が
名
高
商
を
卒
業
し
て
、
名
古
屋
で
就
職
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
た
ら
し
い
が
、
東
京
商
大
学
都
へ
の
入
試
に
成
功
し
た
。
名
高
商

の
宮
田
先
生
の
紹
介
で
赤
松
要
先
生
の
ゼ
ミ
ヘ
入
れ
て
頂
い
た
。
私
の
新

し
い
運
命
が
開
か
れ
た
。
い
く
つ
か
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

　
赤
松
先
生
は
、
「
世
界
経
済
の
異
質
化
と
同
質
化
」
と
い
う
基
本
構
想

を
、
技
術
進
歩
が
世
界
経
済
の
発
展
に
い
か
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
観
点

か
ら
実
証
し
、
拡
充
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
先
生
は
暇
が
な
い
か
ら
、

そ
れ
を
私
の
卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
て
や
っ
て
み
よ
と
の
下
命
を
う
け
た
。

私
は
一
年
余
、
図
書
館
に
通
い
、
そ
の
調
査
に
没
頭
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
事
局
は
大
東
亜
戦
争
に
発
展
し
、
昭
和
一
七
年
二
百
、

赤
松
先
生
は
南
方
総
軍
軍
政
総
監
部
に
属
す
る
調
査
団
の
長
と
し
て
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
赴
か
れ
た
。
私
も
同
行
を
熱
望
し
た
の
だ
が
、
国
際
経
済

学
の
研
究
に
専
念
せ
よ
と
慰
留
さ
れ
た
。
先
生
の
留
守
中
、
山
田
雄
三
、

阿
部
源
一
両
教
授
の
指
導
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
先
の
調

査
が
、
赤
松
先
生
と
の
共
著
の
形
で
、
『
世
界
経
済
と
技
術
』
と
し
て
昭

和
一
八
年
六
月
、
商
工
行
政
社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
が
私
の
実
質
上

の
卒
業
論
文
で
あ
り
、
私
の
最
初
の
著
書
と
な
っ
た
。
卒
論
と
し
て
は
別

に
「
保
護
貿
易
理
論
の
研
究
」
（
マ
ノ
イ
レ
ス
コ
、
シ
＾
ラ
ー
の
学
説
研

究
が
中
心
）
を
、
後
に
提
出
し
た
。

　
昭
和
一
八
年
三
月
。
財
団
法
人
郷
男
爵
記
念
会
が
大
規
模
な
懸
賞
論
文

を
募
っ
た
。
そ
の
委
員
で
あ
っ
た
高
瀬
荘
太
郎
挙
長
の
勧
め
に
従
い
、
右

の
『
世
界
経
済
と
技
術
』
の
調
査
を
基
礎
に
、
そ
れ
を
増
補
拡
充
し
た
も

の
を
『
世
界
経
済
新
秩
序
と
日
本
経
済
の
将
来
』
と
い
う
公
募
タ
イ
ト
ル

の
下
に
提
出
し
た
。
幸
に
も
一
等
に
入
選
し
（
昭
和
一
八
年
九
月
一
五

日
）
、
一
万
五
千
円
を
も
ら
っ
た
。
ま
っ
た
く
ラ
ヅ
キ
ー
と
い
う
の
外
は

な
い
。
こ
の
賞
金
は
か
な
り
巨
額
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
高
円
寺
の
家

（
借
地
だ
が
）
の
購
入
費
に
な
り
、
そ
れ
を
売
っ
て
現
在
の
小
金
井
宅
の

地
所
が
買
え
た
。
そ
う
い
う
幸
運
な
め
ぐ
り
あ
い
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
赤
松
先
生
は
、
昭
和
一
八
年
八
月
か
ら
二
一
月
ま
で
一
時
帰
国
さ
れ
た

が
、
結
局
、
終
戦
後
の
二
一
年
八
月
に
無
事
帰
遼
さ
れ
る
ま
で
留
守
で
あ

っ
た
。
こ
の
間
、
先
生
の
学
位
論
文
『
経
済
新
秩
序
の
形
成
原
理
』
を
バ

ス
さ
せ
る
ぺ
く
大
熊
信
行
博
士
と
努
カ
し
た
こ
と
や
、
銃
撃
も
受
け
た
国

立
の
町
で
、
御
家
族
と
懸
命
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
も
う
一
つ
の
運
命
の
岐
路
が
あ
っ
た
。
本
来
、
昭
和
一
九
年
三
月
に
学

都
を
卒
業
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
東
亜
戦
争
の
熾
烈
化
、
学
徒
動
員
、

そ
し
て
一
八
年
九
月
に
繰
上
げ
卒
業
と
い
う
、
急
迫
し
た
情
勢
に
な
っ
た
。

こ
の
時
、
全
国
で
理
工
系
四
〇
〇
名
、
社
会
科
学
系
一
〇
〇
名
を
残
す
と

い
う
特
別
研
究
生
制
度
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
磯
野
修
、
鈴
木
秀
勇
、
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飯
野
利
夫
、
小
山
路
男
ら
の
諸
兄
と
と
も
に
、
大
学
で
研
究
を
続
け
う
る

こ
と
に
な
っ
た
。
若
し
こ
れ
な
か
り
せ
ぱ
、
私
は
今
日
ま
で
生
命
を
全
う

し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
は
昭
和
一
九
年
二
月
に
甲
種
合
樒
で
名
古

屋
で
入
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
こ
と
に
紙
一
重
の
差
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
の
終
戦
を
迎
え
、
一
〇
月
か
ら

東
京
産
業
大
学
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
特
別
研
究
生
時
代
の
二
年
間
の
成

果
が
、
赤
松
要
．
山
田
雄
三
両
先
生
の
好
意
に
よ
り
、
『
自
由
貿
易
理
論

の
研
究
』
と
↓
て
、
昭
和
二
三
年
一
月
、
名
古
屋
の
黎
明
書
房
よ
り
公
刊

さ
れ
た
。

　
昭
和
二
二
年
六
月
二
二
日
。
瓜
谷
圭
子
と
結
婚
。
板
垣
与
一
先
生
の
お

世
話
で
、
そ
の
夫
人
の
妹
と
結
ぱ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
大
連
の
豪
商
瓜
谷

長
造
の
三
女
で
あ
る
が
、
敗
戦
、
引
揚
げ
で
す
っ
か
り
斜
陽
族
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
こ
と
が
反
っ
て
お
互
に
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
高
円

寺
に
落
ち
つ
い
た
。
赤
松
先
生
が
次
の
和
歌
を
は
な
む
け
に
下
さ
っ
た
。

　
　
こ
こ
ま
で
は
一
つ
き
て
来
た
れ
ど
　
若
き
友

　
　
　
わ
が
体
系
を
　
乗
り
越
え
ゆ
け
や

　
昭
和
二
四
年
七
月
。
東
京
商
科
大
学
助
教
授
に
補
さ
る
。
こ
の
頃
か
ら

「
貿
易
論
」
の
講
義
と
ゼ
ミ
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
二
五
年
五
月
。
『
外
国
貿
易
』
を
春
秋
祉
よ
り
出
版
す
。
「
現
代
商

学
金
集
」
の
一
巻
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
ブ
ソ
ク
用
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
一
九
五
七
年
、
一
九
六
六
年
、
一
九
七
三
年
、
一
九
八
一
年

と
四
回
に
わ
た
り
改
訂
し
、
私
の
研
究
成
果
を
次
々
に
織
り
込
ん
で
き
た
。

今
日
ま
で
な
お
新
鮮
な
生
命
を
保
っ
て
い
る
。

　
昭
和
二
五
年
八
月
。
『
国
際
経
済
論
』
を
新
紀
元
社
よ
り
出
版
。
外
務

省
（
大
来
佐
武
郎
氏
と
の
つ
き
あ
い
が
こ
の
頃
か
ら
姶
ま
っ
た
）
、
つ
い

で
経
済
安
定
本
部
で
の
戦
後
世
界
経
済
見
通
し
作
業
、
赤
松
先
生
の
主
催

さ
れ
た
国
際
貿
易
憲
章
の
研
究
、
三
六
〇
円
レ
ー
ト
の
設
定
問
題
、
ド
ル

不
足
問
題
な
ど
、
戦
後
世
界
経
済
再
建
の
理
想
と
現
実
を
追
、
求
し
て
き
た

諸
労
作
の
集
大
成
で
あ
る
。

　
昭
和
二
五
年
一
〇
月
。
§
雨
』
§
ミ
｝
呉
§
冊
ミ
き
涛
き
富
・
ぎ
き
辻
§
k

第
一
号
を
発
刊
。
一
橋
犬
学
は
も
と
も
と
国
際
的
大
学
た
る
こ
と
を
誇
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
の
重
要
な
一
環
と
し
て
英
文
紀
要
を
発

刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
山
伊
知
郎
学
長
（
当
時
）
の
命
で
、
費
用
は

い
く
ら
か
か
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
世
界
に
通
用
す
る
一
流
の
も
の
を
出
せ

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
と
飯
野
利
夫
氏
と
が
編
集
長
と
し
て
、
か
な
り

長
く
努
カ
し
た
。
今
日
で
は
、
ミ
ぎ
済
き
婁
ミ
旨
ミ
§
、
ミ
肉
o
§
o
ミ
8

な
ど
、
い
く
つ
か
に
分
か
れ
、
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ぱ
し
い
。
そ
の

創
刊
事
業
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
五
年
一
一
月
。
第
二
回
国
際
経
済
学
会
大
阪
市
立
大
学
犬
会
に

お
い
て
、
「
リ
カ
ア
ド
オ
の
国
際
均
衡
論
」
な
る
報
告
を
し
た
。
こ
れ
が

私
の
挙
界
へ
の
デ
ビ
ュ
・
ー
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
七
年
二
一
月
。
『
国
際
経
済
理
論
の
研
究
』
を
東
洋
経
済
新
報

社
か
ら
出
版
。
戦
争
直
後
吸
収
し
た
海
外
の
国
際
経
済
理
諭
研
究
の
集
大

成
で
あ
る
。
リ
カ
ア
ド
オ
、
J
・
S
・
ミ
ル
、
グ
レ
ー
ア
ム
ら
の
古
典
派

貿
易
論
と
、
為
替
市
場
の
安
定
性
論
、
外
国
貿
易
乗
数
論
の
検
討
に
あ
て

ら
れ
て
い
る
。

　
商
犬
入
学
の
二
十
一
歳
か
ら
、
こ
の
本
を
書
き
上
げ
た
三
十
二
歳
ま
で

が
、
私
の
研
究
生
活
の
第
一
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
国
際
艦
済
学
界
へ
の
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デ
ピ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
い
く
つ
か
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
戦
後
と
く
に

脚
光
を
あ
ぴ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
際
経
済
学
の
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と

も
、
私
の
も
う
一
つ
の
幸
運
で
あ
っ
た
。

　
　
　
＝
一
英
・
欧
・
米
・
加
留
学

（
昭
和
二
七
年
七
月
－
三
〇
年
一
月
）
昭
和
二
七
年
七
月
一
八
日
神
戸
港

出
帆
、
同
三
〇
年
一
月
二
六
日
横
浜
潜
へ
帰
国
す
る
ま
で
の
、
二
年
半
の

外
遊
に
出
発
。
外
国
留
学
は
永
い
夢
で
あ
う
た
。
当
時
、
東
大
で
ア
メ
リ

カ
・
セ
ミ
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
デ
イ
ビ
ス
、
エ
リ
ス
両
教
授
ら
の
教
え
を
う

け
、
私
の
留
学
熱
は
高
ま
っ
て
い
た
。
戦
前
か
ら
未
留
学
の
先
輩
が
沢
山

待
機
さ
れ
て
い
た
の
で
文
部
省
の
金
で
出
か
け
る
こ
と
は
到
底
望
み
う
べ

く
も
な
か
っ
た
。
都
留
重
人
経
済
研
究
所
長
（
当
時
）
の
す
す
め
も
あ
っ

て
ロ
ヅ
ク
フ
晶
ラ
ー
奨
学
金
に
応
募
し
た
が
、
大
先
輩
の
木
村
健
康
東
大

教
授
が
行
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
ど
う
も
、
す
べ
て
の
こ
と
に
、

第
一
回
は
失
敗
し
第
二
回
に
成
功
す
る
よ
う
だ
。
勇
を
鼓
し
ブ
リ
テ
ツ
シ

ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
公
募
試
験
に
応
じ
成
功
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
ロ
ヅ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
も
奨
学
金
を
く
れ
る
こ
と
が
殆
ん
ど
同
時
期
に
通

知
さ
れ
た
。
結
局
、
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
ヘ
一
年
行
き
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ

ヘ
回
る
よ
う
交
渉
し
、
承
認
さ
れ
た
。
．
こ
の
巡
り
方
の
選
択
は
非
常
に
よ

か
っ
た
と
今
に
な
っ
て
も
思
う
。
耐
乏
生
活
の
イ
ギ
リ
ス
で
政
治
経
済
学

の
真
個
を
み
き
わ
め
た
上
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
も
し

逆
に
、
物
質
文
明
に
酔
い
技
術
論
に
堕
し
た
ア
メ
リ
カ
。
経
済
学
に
最
初
に

接
し
た
な
ら
ぱ
、
そ
れ
に
毒
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
貧
乏

な
イ
ギ
リ
ス
ヘ
足
を
の
ぱ
す
気
に
な
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま

れ
、
戦
後
早
い
時
期
、
お
そ
ら
く
一
橋
で
最
初
の
留
学
で
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
の
恩
い
出
は
つ
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
旅
程
だ
け
を
簡
単
に
記

し
て
お
こ
う
。

　
m
一
九
五
二
・
七
・
一
八
。
神
戸
出
港
、
香
港
に
十
日
間
滞
在
（
当
事

時
事
通
信
勤
務
だ
っ
た
石
川
滋
氏
に
会
う
）
、
P
＆
O
の
大
型
船
に
乗
り

か
え
、
合
計
四
十
余
日
か
け
て
ス
エ
ズ
運
河
経
由
、
ロ
ン
ド
ン
ヘ
九
月
二

日
に
着
く
。

　
ω
一
九
五
二
・
九
－
五
三
・
七
・
一
一
。
－
イ
ギ
リ
ス
留
学
1
－
。

　
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
ー
の
ピ
o
＆
叩
大
学
に
て
＞
」
。
卑
o
幸
目
教
授
に
師
事
。

師
の
「
貿
易
結
合
度
」
分
析
を
日
本
に
持
帰
る
こ
と
に
な
る
。
休
暇
を
利

用
し
各
地
を
旅
行
。
由
胃
昌
9
冒
竃
U
昌
O
o
凹
戸
－
。
｝
．
峯
。
顯
O
。
一
Ω
．
ρ

ヒ
一
昌
一
民
冨
o
巨
o
教
授
等
に
会
う
。
ヒ
ソ
ク
ス
教
授
の
イ
ノ
ギ
ュ
ラ

ル
・
レ
ク
チ
ュ
ア
（
o
さ
ミ
曽
§
o
§
ざ
、
喜
ミ
ぎ
－
■
冒
s
g
に
発

表
）
に
ハ
回
ツ
ド
螂
と
一
緒
に
列
し
え
た
。
こ
れ
が
私
に
強
烈
な
印
象
を

与
え
た
。

　
㈹
　
一
九
五
三
・
七
－
九
・
二
九
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
八
目
間
の
コ
ー
チ
．

ツ
ア
（
■
昌
O
昌
由
昌
馨
一
蜆
－
冒
鴬
昌
巨
・
。
・
由
邑
蟹
一
峯
印
一
ぎ
一
一
．
｝
。
己
耐
一
．

ぎ
。
目
－
穿
葦
芦
雪
津
。
畠
菩
－
N
昌
享
■
暮
冒
。
－
H
ξ
。
、
．
吊
蛯
、
一
叩
）
の

後
、
四
十
日
間
パ
リ
滞
在
、
O
E
E
C
を
訪
ね
研
究
。
次
い
で
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
約
一
カ
月
滞
在
、
G
A
T
T
，
I
L
0
，
E
C
E
を
訪
ね
こ
れ
ら
国

際
機
関
の
活
動
を
調
査
。
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
旅

行
を
径
て
ロ
ン
ド
ン
ヘ
九
月
二
一
日
に
帰
る
。
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
、
レ
プ
ケ

教
授
等
に
会
う
。
ケ
ム
ブ
リ
ヅ
ヂ
と
リ
ー
ズ
を
再
訪
問
。

　
ω
一
九
五
三
・
一
〇
・
一
。
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
か
ら
十
日
間
か
け
て
大
西
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洋
を
船
で
渡
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
く
。

　
働
一
九
五
三
・
一
〇
1
一
二
月
。
妻
圭
子
、
一
年
三
力
月
ぷ
り
に
ボ
ス

ト
ン
ヘ
来
り
、
リ
ユ
ニ
オ
ン
。
ハ
ー
パ
ー
ド
大
学
経
済
学
部
で
、
ハ
ー
バ

ラ
ー
教
授
の
指
導
を
う
く
。
■
8
ま
9
峯
…
芭
舅
一
黎
昌
ε
－
㎝
o
P
－
目
－

σ
宵
晒
冒
議
教
授
の
講
義
な
い
し
講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

　
㈹
一
九
五
四
年
一
－
六
月
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
ブ
ァ
イ
ナ
ー
教
授

の
指
導
を
受
く
。
そ
の
助
言
で
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
数
ヶ
所
を
短
期
間

づ
つ
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ω
一
九
五
四
年
七
、
八
月
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ブ
ル
ヅ
キ
ン
グ
ス
研
究
所

を
本
拠
に
、
政
府
、
国
際
機
関
（
I
M
F
、
世
銀
）
の
活
動
を
研
究
。
ジ

目
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
マ
ク
ラ
ヅ
プ
教
授
を
訪
う
。

　
㈹
一
九
五
四
年
九
月
－
一
〇
月
中
旬
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
エ
リ
オ
ヅ
ト

教
授
の
指
導
を
受
く
。

　
側
一
九
五
四
年
一
〇
月
中
旬
－
一
一
月
中
句
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学

で
マ
ー
シ
ュ
教
授
に
師
事
。
当
時
チ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
M
・
ケ
ン
プ
氏

に
会
う
。

　
ω
一
九
五
四
年
一
一
月
中
旬
－
二
百
。
シ
カ
ゴ
大
学
で
メ
ッ
ツ
ラ
ー
、

ハ
ー
バ
ー
ジ
ャ
ー
教
授
ら
と
交
る
。

　
㎝
帰
国
の
旅
。
シ
カ
ゴ
か
ら
汽
車
で
サ
ン
ス
ラ
ン
シ
ス
コ
に
出
、
バ
ー

ク
レ
ー
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
訪
問
。
エ
リ
ス
、
レ
テ
イ
シ
ュ
、
シ

ト
ウ
ス
キ
ー
諸
教
授
ら
と
会
う
。
遊
学
中
の
木
村
元
一
教
授
の
好
遇
を
う

け
た
。
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ラ
イ
ン
に
乗
船
、
途
中
ホ
ノ
ル
ル
に
半
日
寄
港

し
、
一
九
五
五
年
一
月
二
六
日
横
浜
に
帰
国
（
二
週
間
の
航
海
）
。

　
留
学
中
、
リ
カ
ア
ド
オ
、
ミ
ル
、
グ
レ
ー
ア
ム
、
マ
ー
シ
ャ
ル
等
の
国

際
均
衡
の
純
粋
分
析
を
検
討
、
幾
何
学
的
解
明
を
深
め
た
。
こ
れ
は
一
つ

の
成
果
で
あ
っ
た
。
だ
が
同
時
に
、
日
本
経
済
と
貿
易
の
研
究
を
進
め
、

日
本
独
白
の
政
策
理
論
を
樹
立
し
、
世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
で
あ
る

と
痛
感
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
私
の
研
究
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

け
だ
し
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
回
ツ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
各
国
経
済
の

分
析
は
、
い
く
ら
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
や
ろ
う
と
し
て
も
、
結
局
か
れ
ら

に
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
ま
た
か
れ
ら
は
西
欧
経
済
の
実
態
に
基
礎
を

お
い
た
経
済
理
論
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
も
の
と
見
、
最
善
と
信
じ
こ
ん
で

い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
私
に
は
ぴ
っ
た
り
と
こ
な
い
。
日
本
さ
ら
に
後
進

国
の
理
論
が
あ
る
ぺ
き
だ
と
疑
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
三
十
代

　
昭
和
二
八
年
一
〇
月
。
私
の
外
遊
中
だ
が
、
東
京
産
業
大
学
か
ら
一
橋

大
学
に
編
成
替
え
さ
れ
、
席
の
関
係
で
、
私
は
商
学
部
に
配
属
さ
れ
た
。

経
済
学
部
へ
移
っ
た
の
は
、
赤
松
先
生
の
退
官
が
間
近
に
な
っ
た
昭
和
三

三
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。

　
昭
和
三
〇
年
八
月
。
高
円
寺
よ
り
、
小
金
井
市
前
原
町
の
新
居
に
移
る
。

　
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
。
外
遊
中
没
頭
し
て
い
た
”
国
際
貿
易
の
純
粋
分

析
。
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
論
文
を
、
帰
国
後
発
表
し
た
。
そ
の
代
表
が
、

一
橋
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念
論
築
下
巻
に
書
い
た
「
経
済
成
長
と
国
際

貿
易
」
で
あ
る
。
〃
国
際
貿
易
の
純
粋
分
析
・
は
、
今
日
に
至
る
も
な
お

一
書
に
ま
と
め
え
な
い
で
、
苦
し
ん
で
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
昭
和
一
三
年
九
月
。
『
交
易
条
件
』
を
動
草
書
房
よ
り
出
版
。
帰
国
後
、

日
本
の
経
済
発
展
と
貿
易
の
役
割
に
関
す
る
実
証
、
理
論
、
政
策
の
三
側
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面
か
ら
せ
ま
る
研
究
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
交
易
条
件
』
が
そ

の
第
一
の
成
果
で
あ
り
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
い
く
つ
か
の
著
書
に
な

り
、
学
位
論
文
に
結
集
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
経
済
研
究
所
の
篠
原
三
代
平

教
授
ら
と
の
激
し
い
論
争
を
斗
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
三
三
年
一
月
。
『
赤
松
要
博
士
還
暦
記
念
論
集
経
済
政
策
と
国

際
貿
易
』
を
編
集
し
、
春
秋
社
よ
り
出
版
。
赤
松
先
生
は
欣
喜
さ
れ
、
次

の
句
を
も
の
さ
れ
た
。

　
　
若
き
よ
り
　
論
争
し
つ
つ
　
老
い
け
り
や

　
　
　
遇
腐
論
集
に
も
　
わ
れ
ら
た
た
か
え
り

　
昭
和
三
三
年
九
月
。
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
を
国
元
書
房
よ
り
公

刊
。　

昭
和
三
五
年
四
月
。
一
橋
大
学
教
授
に
昇
任
。

　
同
。
『
論
争
・
経
済
成
長
と
日
本
貿
易
』
を
編
築
し
、
弘
文
堂
よ
り
出

版
。　

昭
和
三
五
年
二
一
月
。
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
、
9
官
邑

＞
O
O
目
ヨ
邑
印
ば
昌
竃
O
；
O
O
O
胃
竃
O
｛
H
自
ま
旺
片
ま
一
一
・
き
昌
な
る
論
文

を
発
表
。
ハ
ロ
ッ
ド
卿
の
配
慮
に
負
う
と
こ
ろ
多
い
が
、
一
流
外
国
専
門

誌
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
し
て
、
感
銘
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
昭
和
三
七
年
一
月
。
先
の
『
日
本
貿
易
と
経
済
発
展
』
に
よ
り
、
経
済

学
博
士
（
旧
制
）
を
授
与
さ
る
。

　
昭
和
三
七
年
四
月
。
『
世
界
経
済
と
日
本
貿
易
』
を
勤
草
書
房
よ
り
公

刊
。
こ
こ
ま
で
が
私
の
研
究
の
第
二
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

五
　
開
発
途
上
国
問
題
と
経
済
統
合
諭

　
一
九
五
五
年
一
月
に
外
遊
か
ら
帰
っ
て
か
ら
、
し
ぱ
ら
く
の
間
、
国
内

に
閉
ぢ
こ
も
っ
た
わ
け
だ
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
海
外
出
張
が
頻

繁
と
な
り
、
海
外
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
、
研
究
分
野
は
手
広
く
な
っ
て

、
　
つ
　
二
〇

し
　
　
ナ

　
昭
和
三
六
年
一
〇
月
。
「
日
本
経
済
の
国
際
的
地
位
と
役
割
」
に
関
す

る
C
E
D
（
米
・
経
済
発
展
委
員
会
）
と
経
済
同
友
会
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
議
に
出
席
。
こ
れ
が
後
の
太
平
洋
経
済
圏
問
題
へ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
こ
の
会
議
は
東
京
と
交
互
に
開
か
れ
た
の
で
、
昭
和
三
七
年
六

月
に
、
再
度
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
出
か
け
た
。

　
昭
和
三
六
年
＝
百
－
三
七
年
二
月
。
「
東
南
ア
ジ
ァ
経
済
の
将
来
構

造
」
に
関
す
る
カ
ラ
チ
会
議
に
、
藤
井
茂
、
北
川
一
雄
、
喜
多
村
浩
氏
な

ど
と
一
緒
に
出
席
。
ハ
ロ
ッ
ド
卿
が
全
セ
ツ
シ
目
ン
を
リ
ー
ド
し
た
。
私

は
「
」
－
N
型
か
ら
L
－
C
型
へ
の
世
界
経
済
構
造
変
動
L
を
こ
こ
で
始

め
て
発
表
し
た
。
会
議
の
あ
と
、
イ
ン
ド
、
バ
キ
ス
タ
ン
、
ピ
ル
マ
、
タ

イ
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
お

よ
ぴ
台
湾
の
各
地
を
、
始
め
て
視
察
、
私
の
「
肥
料
援
助
構
想
」
を
説
い

て
回
っ
た
。
開
発
途
上
国
問
題
に
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
て
ア
ジ
ァ
開
発
途
上
国
間
題
の
調
査
に
た
づ
さ

わ
り
、
次
の
編
著
お
よ
ぴ
論
文
を
発
表
し
た
。

　
昭
和
三
六
年
三
月
。
編
著
『
ア
ジ
ア
第
一
次
商
品
の
基
本
問
題
』
。

　
昭
和
三
七
年
二
月
。
編
著
『
ア
ジ
ア
第
一
次
商
品
貿
易
』
。

　
昭
和
三
七
年
一
一
月
。
編
著
『
東
南
ア
ジ
ァ
経
済
の
将
来
構
造
』
。

．
．
已
一
〇
勺
算
註
昌
o
申
H
H
曇
目
σ
q
邑
昌
H
轟
ま
顯
昌
o
目
o
司
ま
①
d
l
ω
．
＞
二

』
岩
嘗
二
邑
ω
昌
ま
墨
呉
＞
蜆
ぎ
、
b
§
ざ
セ
ミ
皇
§
§
雲
・
巾
邑
・
．
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冒
一
轟
q
H
蜆
彗
9
オ
o
．
ピ
峯
彗
o
甲
＞
奏
畠
一
s
s
・
こ
の
論
文
は
回
ン
ド

ン
・
ニ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
な
ど
、
海
外
で
注
目
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
七
年
一
一
月
。
『
E
E
C
の
経
済
学
』
を
日
本
評
論
社
よ
り
出

版
。
そ
の
増
補
新
版
が
同
四
二
年
四
月
に
出
さ
れ
た
。
当
時
進
展
し
て
い

た
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
経
済
統
合
の
実
証
的
・
理
論
的
研
究
で
あ
っ
た
。
「
合
意

的
国
際
分
業
論
」
を
打
出
し
た
。
そ
れ
が
、
次
の
ハ
ロ
ッ
ド
卿
記
念
論
文

に
な
っ
た
。

、
H
o
ミ
胃
駐
葭
日
－
8
q
o
｛
＞
窄
o
＆
ω
潟
o
邑
一
墨
汁
5
『
H
思
向
8
旨
邑
畠

　
O
｛
H
自
尉
O
目
鼻
弍
昌
一
、
巨
ぎ
』
§
ミ
§
一
〇
§
S
き
富
ミ
軋
ミ
ミ
＄
｝
血
審
苫

　
巨
巨
o
目
o
目
H
o
｛
ω
胃
勾
o
｝
．
岸
匝
冒
o
g
O
■
δ
H
P
H
Φ
N
9

　
昭
和
三
七
年
一
一
月
－
三
八
年
一
月
。
中
南
米
十
一
ヶ
国
を
、
フ
ォ
ー

ド
財
団
の
ト
ラ
ベ
ル
・
グ
ラ
ン
ト
を
得
て
視
察
。
中
南
米
で
進
行
中
の
開

発
途
上
国
経
済
統
合
を
調
査
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
「
高

原
経
済
挙
」
と
中
南
米
を
特
徴
づ
け
た
。

　
昭
和
三
八
年
三
－
四
月
。
外
務
省
の
委
嘱
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
と
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
講
演
の
旅
に
出
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
日

豪
経
済
関
係
の
研
究
に
ひ
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
印
象
記

「
小
人
口
国
の
経
済
学
」
（
経
済
評
論
、
一
九
六
三
年
七
月
号
）
が
、
後
に
ク

ロ
ー
カ
ァ
教
授
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
尊
§
§
ざ

§
s
ミ
誌
（
一
九
六
四
年
三
月
号
）
に
発
表
さ
れ
、
犬
き
な
反
響
を
生

ん
だ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
経
済
の
発
展
方
向
に
対
し
一
つ
の
重
大
な
示
唆

を
与
え
た
。

　
昭
和
三
八
年
六
－
九
月
。
こ
の
翌
年
（
一
九
六
四
）
か
ら
始
ま
っ
た
U

N
C
T
A
D
（
国
連
貿
易
開
発
会
議
）
の
準
傭
の
た
め
、
以
（
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
の
費
格
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
都
に
勤
め
、
事
務
局
ぺ
ー
パ
ー
を
作

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
プ
レ
ピ
ヅ
シ
ュ
報
告
の
中
に
、
私
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
一

部
と
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
緒
に
、
ま
た
前
後
し
て
、
逸
見

謙
三
、
宮
崎
勇
、
金
森
久
雄
、
海
老
原
武
邦
氏
な
ど
が
U
N
C
T
A
D
準

備
に
貢
献
し
た
し
、
事
務
局
内
に
佐
藤
和
夫
、
河
村
鑑
男
氏
な
ど
が
い
た
。

こ
の
勤
務
が
、
開
発
途
上
国
間
題
へ
の
私
の
関
心
を
決
定
的
な
も
の
に
し

た
。
国
連
ピ
ル
の
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
妻
と
仮
寓
し
、
よ
く
働
い
た
。

　
昭
和
三
九
年
五
月
。
『
低
開
発
国
の
貿
易
』
を
国
元
書
房
か
ら
出
版
。

国
連
勤
務
中
の
成
果
を
申
心
に
し
、
そ
れ
ま
で
の
も
の
も
加
え
た
、
開
発

途
上
国
問
題
研
究
の
築
大
成
で
あ
る
。

　
昭
和
三
九
年
五
－
六
月
。
マ
ク
ラ
ッ
プ
教
授
の
主
催
す
る
「
国
際
通
貨

問
題
」
に
関
す
る
ベ
ラ
ジ
オ
（
イ
タ
リ
ー
）
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、
「
レ
ン

ト
・
カ
レ
ン
シ
ー
」
案
を
提
唱
。
帰
途
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
再
訪
。

　
昭
和
三
九
年
七
－
八
月
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
で
の
「
日
本
の

対
外
関
係
」
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

　
昭
和
三
九
年
か
ら
約
一
年
半
、
パ
ラ
ヅ
サ
教
授
の
共
同
研
究
に
参
加
。

そ
の
成
果
が
後
に
公
刊
さ
れ
た
。
、
箏
ぎ
o
旨
・
彗
o
口
雪
一
昌
房
＞
昌
o
轟

－
自
9
易
“
ユ
印
－
O
o
自
目
↑
ユ
o
㎜
一
向
饒
o
o
“
醐
o
■
　
』
p
、
顯
P
＝
　
－
目
　
吋
9
凹
　
｝
巴
雪
閉
㎝
里

酉
目
o
＞
詔
o
o
酎
ヰ
易
一
⑰
§
§
凄
｛
ミ
　
掌
昌
き
　
ト
｝
｝
ミ
ミ
寺
ミ
竃
s
．
、
§
ミ
雨
ミ
葛

§
＆
、
§
専
§
ξ
盲
、
§
雨
§
き
も
冬
ミ
　
9
§
ぎ
婁
　
H
巨
　
』
o
巨
ω

曽
o
冨
ぎ
叩
申
鶴
眈
二
ま
N
・
こ
の
共
同
研
究
中
、
欧
州
共
同
体
の
発
展
が

す
ぱ
ら
し
い
の
に
ひ
き
か
え
、
環
太
平
洋
地
域
の
経
済
発
展
は
ど
う
な
る

の
か
、
置
き
去
り
に
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
危
機
感
を
い

だ
い
た
。
こ
れ
が
、
以
下
に
述
べ
る
、
太
平
洋
経
済
圏
構
想
の
発
端
と
な
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っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
末
　
太
平
洋
経
済
圏
構
想

　
太
平
洋
経
済
圏
（
勺
暮
旨
o
向
8
昌
邑
o
O
o
昌
昌
自
目
一
身
）
作
り
へ
向
け

て
の
実
践
的
活
動
が
、
四
十
歳
央
ぱ
か
ら
の
私
の
一
生
の
課
魑
と
な
っ
た
。

処
女
作
『
世
界
経
済
と
技
術
』
と
無
関
係
で
な
い
し
、
そ
の
後
の
一
連
の

視
察
、
と
く
に
経
済
統
合
の
研
究
と
密
着
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
、
私
の
提
案
が
開
花
・
実
現
す
る
こ
と
を
、
秘
か
に
待
望
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
九
年
二
月
。
ハ
ワ
イ
の
東
西
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
太
平
洋
先
進

国
の
貿
易
援
助
政
策
」
会
議
に
出
席
。
こ
こ
で
、
「
太
平
洋
自
由
貿
易
地

域
」
提
案
を
着
想
。
豪
州
国
立
大
学
の
コ
ー
デ
ン
教
授
と
は
じ
め
て
会
い
、

ワ
イ
キ
キ
の
浜
で
談
笑
。

　
納
谷
誠
二
君
と
も
初
会
。
彼
の
助
け
で
、
ゴ
ル
フ
セ
ヅ
ト
を
買
い
求
め

た
。
帰
国
後
近
く
に
I
C
U
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、
そ
れ
に
入

り
、
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
。
私
の
生
活
態
度
の
転
機
で
も
あ
っ
た
。
ゴ
ル
フ

は
今
日
ま
で
、
余
り
上
達
し
な
か
っ
た
が
、
健
康
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
〇
年
一
一
月
。
大
来
佐
武
郎
氏
が
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

で
、
「
低
開
発
国
の
貿
易
と
開
発
」
な
る
国
際
会
議
を
開
催
。
ハ
リ
ー
・

ジ
目
ン
ソ
ン
、
ヌ
ル
ー
ル
・
イ
ス
ラ
ム
、
ジ
ヤ
ク
デ
ィ
シ
＾
・
バ
グ
ワ
テ

イ
な
ど
が
招
か
れ
た
。
こ
こ
で
「
太
平
洋
共
同
市
場
」
な
る
私
の
構
想
が

始
め
て
出
さ
れ
た
（
大
来
佐
武
郎
編
『
低
開
発
国
の
貿
易
と
開
発
』
日
本

経
済
新
聞
社
、
一
九
六
六
・
三
、
参
照
）
。

　
昭
和
四
二
年
三
－
四
月
。
私
の
バ
シ
フ
ィ
ヅ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
提
案

に
、
当
時
の
外
務
大
臣
三
木
武
夫
氏
が
注
目
さ
れ
、
構
想
を
推
進
す
る
た

め
に
、
学
者
グ
ル
ー
プ
の
国
際
会
議
を
開
催
で
き
な
い
も
の
か
を
サ
ウ
ン

ド
ア
ウ
ト
し
て
こ
い
と
の
命
を
う
け
た
。
米
、
加
、
英
、
豪
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
、
キ
ー
・
バ
ー
ソ
ン
た
ち
と
要
談
し
た
。

　
昭
和
四
三
年
一
月
。
私
が
組
織
委
員
長
と
な
っ
て
、
「
太
平
洋
貿
易
開

発
会
議
」
｝
＞
匂
H
＞
］
U
－
崔
o
崖
o
H
轟
ま
顯
目
ρ
∪
望
9
毛
冒
雪
け
O
昌
片
雪
．

冒
8
を
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
私
は
、
一
回
限
り

の
会
議
だ
と
予
期
し
て
い
た
の
に
、
参
加
者
の
関
心
と
熱
意
は
強
く
、
今

日
ま
で
存
続
・
発
展
す
る
ユ
ニ
i
ク
な
、
一
種
の
学
会
に
な
っ
た
。
私
は

そ
の
H
目
宥
昌
顯
弍
O
目
巴
ω
富
宵
巨
O
日
O
O
目
彗
享
註
O
の
チ
ェ
ア
マ
ン
を
第
一

三
回
大
会
ま
で
つ
と
め
（
第
一
四
回
よ
り
大
来
佐
武
郎
氏
に
バ
ト
ン
・
タ

ヅ
チ
し
た
）
、
一
回
も
か
か
さ
ず
出
席
し
、
時
に
良
い
ぺ
ー
バ
ー
を
発
表

し
た
。

　
昭
和
四
三
年
五
月
九
日
。
父
鉄
次
郎
死
去
。
名
古
屋
に
も
ど
り
、
少
し

気
楽
な
生
活
を
せ
よ
と
勧
め
て
い
た
父
だ
が
、
私
の
活
躍
に
満
足
し
て
、

名
古
屋
で
昇
天
し
た
。

　
昭
和
四
二
年
八
月
一
日
－
同
四
四
年
六
月
一
六
日
。
一
橋
大
学
経
済
学

部
長
を
つ
と
め
る
。
時
恰
か
も
学
園
紛
争
、
本
館
封
鎖
時
で
あ
り
、
困
難

を
き
わ
め
た
。
つ
い
に
病
を
得
、
二
年
の
任
期
を
わ
ず
か
残
し
て
辞
任
し

た
。
私
の
病
気
と
い
う
の
は
、
学
位
論
文
執
筆
時
の
疲
労
か
ら
、
左
眼
中

心
性
網
膜
災
に
か
か
っ
・
た
の
が
、
再
発
し
、
高
血
圧
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
病
気
が
、
さ
い
き
ん
右
眼
に
も
現
れ
て
き
て
、
私
の
苦
悩
の
種

と
な
っ
て
い
る
。
挙
部
長
在
職
中
、
二
階
堂
副
包
教
授
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
私
の
貢
献
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
昭
和
四
四
年
五
月
。
『
太
平
洋
経
済
圏
と
圓
本
』
を
国
元
書
房
よ
り
公
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刊
。
単
都
長
職
に
あ
る
閲
も
太
平
洋
経
済
圏
問
題
の
研
究
と
会
議
活
動
は

続
け
ら
れ
た
わ
け
で
、
序
文
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
本
書
は
世
界
貿
易
通
貨
体
制
の
激
変
の
な
か
に
お
い
て
、
し
か
も
わ

た
く
し
が
一
橘
大
挙
経
済
学
部
長
の
重
責
を
に
な
っ
て
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
．
パ
ワ
ー
問
題
と
生
命
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
さ
中
に
、
生
み
出

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
わ
た
く
し
に
と
，
て
も
ひ
と
し
お
感
慨
の
深
い
も

の
が
あ
る
。
本
書
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
に
つ
い
て
は
・
わ
た

く
し
の
学
間
を
託
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
一
橋
大
学
山
沢
逸
平
講
師

に
よ
る
、
費
巫
な
貢
献
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
」

　
な
お
こ
の
英
語
版
が
ミ
§
§
～
s
き
o
s
o
ミ
§
掌
昌
昏
』
・
§

峯
臼
。
昌
自
顯
、
一
s
ご
（
旨
黛
）
と
し
て
世
界
に
向
け
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と

は
、
光
栄
で
あ
り
宰
運
で
あ
っ
た
。

　
政
府
関
係
の
活
動
は
四
十
代
に
集
中
し
た
。
発
令
さ
れ
た
も
の
（
発
令

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
多
い
が
）
だ
け
を
次
に
ま
と
め
て
お
く
。

昭
和
二
五
年
十
月
。
経
済
安
定
本
部
国
民
所
得
調
査
連
絡
協
議
会
委
員

昭
和
三
一
年
七
月
－
三
二
年
三
月
。
小
樽
商
科
大
学
講
師
に
併
任

昭
。
和
三
七
年
二
月
。
内
閣
　
統
計
審
議
会
専
門
委
貫

昭
和
三
七
年
三
月
。
通
産
省
産
業
構
造
調
査
会
専
門
委
員

昭
和
三
八
年
七
月
。
内
閣
総
理
大
臣
　
経
済
審
議
会
専
門
委
員

昭
和
三
九
年
六
月
。
内
閣
総
理
大
臣
　
経
済
審
議
会
臨
時
委
員

昭
和
三
九
年
一
二
月
（
一
年
）
。
通
産
大
臣
　
産
業
構
造
審
議
会
委
員

昭
和
四
一
年
四
月
－
四
二
年
九
月
。
内
閣
総
理
大
臣
　
資
源
調
査
会
専
肝

　
委
員

昭
和
四
二
年
三
月
－
八
月
。
外
務
大
臣
　
外
務
事
務
官
（
国
際
資
料
都
）

　
　
に
併
任

昭
和
四
二
年
三
月
（
一
年
）
。
通
産
大
臣
産
業
構
造
審
議
会
委
員

昭
和
四
四
年
七
月
。
内
閣
総
理
大
臣
　
経
済
審
議
会
臨
時
委
員

昭
和
四
五
年
二
一
月
（
一
年
）
。
壷
産
大
臣
産
業
構
造
審
議
会
臨
時
委
員

昭
和
四
六
年
四
月
－
一
〇
月
。
外
務
大
臣
　
外
務
公
務
員
採
用
上
級
試
験

　
委
負

昭
和
四
七
年
四
月
－
一
〇
月
。
同
右
。

　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
で
太
平
洋
経
済
圏
構
想
の
研
究
を
進
め
て
い
た
。

次
の
三
著
を
同
研
究
所
か
ら
出
版
し
た
。

　
犬
来
佐
武
郎
．
小
島
清
編
『
南
北
貿
易
の
再
編
成
－
太
平
洋
先
進
諸

国
と
東
南
ア
ジ
ア
経
済
－
』
一
九
七
一
年
九
月
。

　
同
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
圏
』
一
九
七
三
年
一
〇
月
。

　
小
島
清
編
『
東
ア
ジ
ァ
経
済
と
日
本
』
一
九
七
五
年
一
〇
月
。

　
ま
た
、
二
九
八
○
年
代
日
本
外
交
の
針
路
』
日
本
国
際
問
魑
研
究
所
・

一
九
八
O
年
九
月
、
に
集
録
さ
れ
た
拙
稿
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
経
済

協
カ
」
（
英
文
も
）
は
、
太
平
洋
経
済
圏
に
つ
い
て
の
い
ち
ぱ
ん
ま
と
ま

っ
た
労
作
で
あ
る
。

　
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
。
『
世
界
経
済
新
秩
序
と
日
本
』
を
日
本
経
済
新

聞
社
よ
り
公
刊
。
世
界
通
商
・
通
貨
体
制
、
開
発
途
上
国
問
魑
・
産
業
構

造
調
整
、
海
外
直
接
投
資
、
そ
れ
に
太
平
洋
経
済
圏
と
い
っ
た
、
日
本
を

め
ぐ
る
国
際
経
済
問
題
に
つ
い
て
の
政
策
論
で
あ
る
。
幸
い
に
も
こ
の

英
語
版
が
公
刊
さ
れ
た
。
ミ
§
§
～
』
峯
§
き
ミ
軋
曽
§
§
㌻

O
、
軋
雨
、
・
。
、
、
昌
串
。
亘
・
昌
貫
彗
一
皇
巨
Φ
；
暑
。
か
ら
普

及
版
も
出
さ
れ
た
）
。
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昭
和
五
五
年
九
月
。
私
の
遺
暦
を
記
念
し
て
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生

成
』
を
、
韮
沢
嘉
雄
氏
の
好
意
に
よ
り
世
界
経
済
研
究
協
会
よ
り
自
費
出

版
。
第
一
〇
回
ま
で
の
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
活
動
と
成
果
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
、
韓
国
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
中
南
米
、
そ
れ
に
ソ

連
へ
の
視
察
旅
行
の
印
象
記
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。
「
視
察
旅
行
と
国

際
会
議
討
論
が
私
の
構
想
、
政
策
論
の
窓
で
あ
っ
た
」
と
、
序
文
を
結
ん

で
い
る
。

　
昭
和
五
五
年
九
月
。
豪
国
立
大
学
総
長
ジ
冒
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
卿
主

催
「
バ
シ
フ
ィ
ヅ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
セ
、
・
、
ナ
ー
」
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
出
席
。
故
大
平
首
相
の
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
報
告
」
を
う
け
て

開
催
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
学
界
の
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
（
P

A
F
T
A
D
）
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
太
平
洋
経
済
委
員
会
（
P
B
E
C
）
の
外

に
、
非
公
式
で
は
あ
る
が
環
太
平
禅
十
一
力
国
政
府
（
先
進
五
カ
国
、
ア

セ
ア
ン
五
力
国
、
韓
国
）
が
関
与
す
る
形
の
「
太
平
洋
経
済
協
カ
会
議
」

弔
向
O
〇
一
崖
o
ら
o
向
8
冨
邑
o
O
o
毛
o
・
嘗
ま
昌
O
o
臣
呂
9
8
を
継
続
的

に
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
の
参
加
に
よ
っ
て
構
想
の
具
体
化
が
促
進

さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
第
二
回
P
E
C
C
は
、
一
九
八
二
年
六
月
、
バ

ン
コ
ソ
ク
で
、
第
三
回
は
一
九
八
四
年
一
一
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ

島
で
開
か
れ
た
。
ア
セ
ア
ン
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
前
向
き

の
婆
勢
を
打
出
し
た
点
に
、
大
き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
．
二
一
テ
ィ
作
り
と
平
行
し
て
、
そ
れ
と
直
接
．

間
接
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
海
外
活
動
に
忙
殺
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
五
年
三
－
四
月
。
A
D
B
（
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
）
の
ラ
．
、
、
、
ン

ト
委
員
会
に
参
加
。
成
果
は
、
＞
b
卑
吻
§
ミ
這
』
、
｝
昌
、
肋
向
。
。
ミ
。
§
k

ぎ
き
雨
§
§
3
ピ
昌
胴
昌
彗
一
H
①
N
H
の
第
四
部
と
し
て
発
表
。
A
D
B

と
の
関
連
は
深
ま
り
、
そ
の
後
、
昭
和
四
九
年
二
一
月
、
「
貿
易
戦
略
と

経
済
開
発
」
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、
昭
和
五
六
年
一
〇
月
か
ら
一
力
年
、

「
A
D
B
の
新
方
向
」
プ
ロ
ジ
呈
ク
ト
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
。

　
昭
和
五
〇
年
八
月
。
先
方
は
ジ
目
ン
・
ク
回
フ
ォ
ー
ド
卿
と
ビ
ー
タ

　
ー
・
ド
ラ
イ
デ
ー
ル
博
士
、
当
方
は
大
来
佐
武
郎
氏
と
私
が
中
心
に

な
っ
て
・
日
豪
経
済
関
係
共
同
研
究
が
三
年
余
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
、

工
§
“
§
ミ
§
盲
㌔
s
s
§
軋
き
冊
ミ
8
詩
§
、
§
s
o
向
s
§
§
ざ
罰
雨
§
ミ
。
書

（
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
大
来
レ
ポ
ー
ト
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
日
本
側
は
「
日
豪
調
査
委
貝
会
」
を
昭
和
五
一
年
に
発
足
さ
せ
、

豪
側
は
国
立
大
学
の
中
に
＞
畠
オ
邑
里
－
－
岩
彗
ヵ
o
竃
葭
、
。
巨
O
。
目
庁
、
。
（
ド

ラ
イ
ス
デ
ー
ル
所
長
）
を
設
立
し
、
東
京
と
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
交
互
に
毎
年

合
同
会
議
を
開
い
て
い
る
。
相
互
に
多
数
の
成
果
を
発
表
し
て
き
た
。
こ

ん
な
わ
け
で
、
今
日
ま
で
に
十
三
回
か
渡
豪
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
昭
和
四
七
年
一
－
二
月
。
回
ン
ド
ン
の
ト
レ
ー
ド
ポ
リ
シ
イ
．
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
（
ハ
リ
ー
・
ジ
目
ン
ソ
ン
議
長
、
ヒ
ュ
ー
．
コ
ー
ペ
ツ
ト
事

務
局
長
）
主
催
の
「
非
関
税
障
壁
」
会
議
に
出
席
。
日
経
セ
ン
タ
ー
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
小
島
清
．
小
宮
隆
太
郎

編
『
日
本
の
非
関
税
障
壁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
と
な
つ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
と
の
関
連
は
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
昭
和
五

二
年
二
一
月
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
「
新
国
際
経
済
秩
序
論
」
会

議
に
出
席
。

　
昭
和
四
七
年
七
月
。
韓
国
国
際
関
係
研
究
所
主
催
「
サ
、
・
、
ツ
ト
後
の
東

ア
ジ
ア
」
ソ
ウ
ル
会
議
に
出
席
。
こ
れ
が
私
の
第
一
回
韓
国
訪
問
で
あ
っ
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た
。
そ
の
後
昭
和
四
八
年
七
月
、
同
五
五
年
一
一
月
、
同
五
八
年
七
月
と

前
後
四
回
訪
韓
し
、
韓
国
経
済
の
す
ぱ
ら
し
い
発
展
に
、
強
い
印
象
を
う

け
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
昭
和
四
九
年
四
－
五
月
。
一
九
七
三
年
一
〇
月
に
オ
イ
ル
：
ソ
目
ツ
ク

発
生
、
七
一
年
末
以
来
の
フ
回
ー
ト
化
に
加
え
、
世
界
経
済
は
新
し
い
局

面
に
転
じ
た
。
牛
場
（
信
彦
）
ミ
ツ
シ
目
ン
に
細
見
卓
氏
ら
と
同
行
し
、

レ
バ
ノ
ン
、
イ
タ
リ
ー
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ペ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
回
り
、
オ
イ
ル
・
ダ
ラ
ー
間
題
を
調
査
。

　
昭
和
五
〇
年
六
月
。
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
招
請
に
よ
り
、
妻
と
一

緒
に
、
は
じ
め
て
モ
ス
コ
ー
に
滞
在
、
パ
ル
ト
海
岸
の
リ
ガ
に
も
行
く
。

　
昭
和
五
六
年
三
－
四
月
。
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
研
究
所
（
咀
夕
元

鐸
氏
）
の
招
待
に
よ
り
、
「
世
界
経
済
と
即
国
」
抗
州
会
議
に
妻
と
一
緒

に
出
席
、
そ
の
後
、
北
京
に
て
講
義
、
座
談
会
を
行
う
。

　
昭
和
四
七
年
四
月
。
八
ヶ
岳
美
濃
戸
口
に
山
荘
を
建
つ
。
同
四
五
年
五

月
一
九
日
に
、
母
ま
さ
の
死
去
に
伴
い
、
名
古
星
の
遺
産
を
処
分
し
た
の

が
、
財
源
に
な
っ
た
。
夏
休
中
の
研
究
と
健
康
増
進
に
、
役
立
っ
て
い
毛

　
昭
和
四
七
年
五
月
。
赤
松
先
生
の
雁
行
形
態
論
の
理
諭
的
・
実
証
的
発

展
を
は
か
る
ぺ
く
、
世
界
経
済
研
究
協
会
編
『
B
本
貿
易
の
構
造
と
発

展
』
を
至
誠
堂
よ
り
発
刊
。

　
昭
和
四
九
年
二
一
月
二
〇
日
。
恩
師
赤
松
要
先
生
逝
去
さ
る
（
七
十
八

歳
）
。
マ
ニ
ラ
で
の
ア
ジ
銀
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
帰
国
し
た
翌
日
で
あ
っ
た
。

門
下
生
編
と
し
て
、
『
挙
問
遍
路
赤
松
要
先
生
追
悼
論
集
』
を
、
昭
和

五
〇
年
二
一
月
に
、
世
界
経
済
研
究
協
会
か
ら
発
行
。
先
生
の
次
の
名
句

に
同
感
を
禁
じ
え
な
い
。

　
　
老
い
に
つ
㌧
　
ひ
と
お
の
お
の
に
　
憂
あ
れ
ぱ

　
　
　
今
宵
あ
い
み
て
　
さ
け
く
む
べ
し
や

　
昭
和
五
〇
年
一
月
。
謡
曲
の
稽
古
を
再
開
、
つ
い
で
仕
舞
も
習
い
始
む
。

老
後
の
楽
し
み
を
準
備
す
る
た
め
。
前
年
の
三
月
七
日
、
定
年
退
官
を
直

前
に
し
て
急
逝
さ
れ
た
村
松
祐
次
先
生
の
推
薦
に
よ
る
が
、
そ
の
ゼ
ミ
テ

ン
た
る
津
村
礼
二
郎
師
が
、
小
金
井
に
道
場
を
開
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
七
　
日
本
型
海
外
直
接
投
資
論

　
私
の
も
う
一
つ
の
、
世
界
の
学
界
へ
の
貢
献
は
、
日
本
型
海
外
直
接
投

資
論
の
展
開
で
あ
る
。
海
外
直
接
投
資
諭
と
か
多
国
籍
企
業
論
は
・
ミ
ク

回
企
業
行
動
の
国
際
ピ
ジ
ネ
ス
・
ア
プ
回
ー
チ
が
支
配
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
比
較
生
産
費
と
そ
の
変
動
を
中
心
に
据
え
た
、
国
除
分
業
と
海

外
直
接
投
資
の
双
方
を
、
同
じ
線
上
で
取
扱
い
う
る
、
マ
ク
ロ
経
済
的
ア

フ
回
ー
チ
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
日
本
型
海
外
直
接

投
資
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
太
平
洋
経
済
圏
作
り
と
の
関
連
で
言
え
ぱ
・

私
の
初
期
の
捉
案
は
経
済
統
合
の
利
益
を
基
礎
に
お
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
、
日
本
型
海
外
直
接
投
資
を
賢
明
に
活
用
し
て
、
開
発
途
上
国

の
追
い
つ
き
工
業
化
と
、
先
進
国
の
構
造
調
整
を
調
和
的
に
促
進
し
、
も

っ
て
太
平
洋
地
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
な
貿
易
拡
大
を
は
か
る
べ
し
と
い
う

に
あ
る
。

　
昭
和
四
五
年
八
月
。
シ
ド
ニ
ー
で
の
第
三
回
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
筥

テ
ー
マ
が
「
ア
ジ
ァ
太
平
洋
地
域
の
海
外
直
接
投
資
」
で
あ
っ
た
。
ハ
リ

ー
．
ジ
目
ン
ソ
ン
が
基
調
報
告
を
や
り
、
キ
ン
ド
ル
パ
ー
ガ
ー
、
ハ
イ
マ
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1
・
サ
フ
ァ
リ
ア
ン
、
ブ
ラ
ヅ
シ
ュ
、
小
宮
隆
太
郎
、
浜
田
宏
一
な
ど
、

こ
の
間
題
の
権
威
が
報
告
し
、
討
論
を
重
ね
た
。
こ
こ
で
私
は
、
海
外
直

接
投
資
問
題
に
対
し
、
漸
く
開
眼
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
五
年
九
－
一
〇
月
。
チ
リ
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
大
学
主
催
の
「
太
平

洋
会
議
」
に
出
席
。
ア
ン
六
ス
・
バ
ク
ト
な
ど
ラ
米
の
「
新
形
態
の
海
外

直
接
投
資
」
要
求
に
、
接
し
た
。

　
昭
和
四
七
年
九
月
。
ブ
〃
ツ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
主
催
「
通
商
政
策
」
セ

ミ
ナ
ー
に
出
席
の
た
め
（
小
宮
氏
も
）
バ
ー
ミ
。
一
ダ
に
行
き
、
帰
途
、
ワ

シ
ン
ト
ン
で
の
世
銀
主
催
「
一
九
七
〇
年
の
開
発
途
上
国
工
業
化
と
貿
易

政
策
」
会
議
で
ぺ
ー
パ
ー
を
読
む
。

　
昭
和
四
八
年
三
－
四
月
。
第
二
回
ブ
ル
ヅ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
セ
、
、
、
ナ
ー

に
出
席
、
テ
ー
ム
ズ
河
畔
の
メ
ン
ド
ジ
ヘ
ヅ
ド
に
行
く
。
こ
の
時
の
ぺ
ー

パ
ー
が
、
＞
夢
§
8
昌
。
姜
害
8
q
艮
雰
、
。
雪
冒
、
。
。
二
、
、
く
。
蜆
“
．

昌
彗
↓
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
多
大
の
反
響
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
と

同
行
し
て
い
た
の
で
、
帰
途
、
ミ
ラ
ノ
で
の
世
界
貿
易
政
策
会
議
に
出
席
、

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
を
訪
問
し
た
。

　
昭
和
四
八
年
六
月
。
『
世
界
貿
易
と
多
国
籍
企
業
』
を
創
文
社
か
ら
公

刊
。
過
去
数
カ
年
の
理
論
的
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
が
、
海
外
直
接
投
資

論
が
含
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
五
二
年
二
月
。
『
海
外
直
接
投
資
論
』
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
よ
り

出
版
。
後
に
皇
ミ
ミ
ぎ
§
寒
　
－
§
這
§
s
ご
』
㌧
喜
、
耐
、
雨
ミ
。
軋
軸
｝

ミ
婁
§
き
§
；
§
ぎ
帖
き
貰
き
葦
o
，
8
冒
串
。
巨
ト
。
目
書
・

畠
詰
（
H
仁
庄
9
H
o
身
o
か
ら
普
及
版
も
）
と
し
て
公
刊
し
た
。
私
の

こ
れ
ま
で
の
最
高
の
傑
作
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
英
語
版
を
、
私
の
遠
暦

記
念
と
し
て
、
単
界
と
ゼ
ミ
テ
ン
に
贈
っ
た
。
エ
コ
ノ
、
、
、
ツ
ク
．
ジ
ャ
ー

ナ
ル
を
は
じ
め
多
数
の
コ
メ
ン
ト
を
得
た
。
こ
れ
に
答
え
る
一
章
を
追
加

し
て
、
『
多
国
籍
企
業
の
直
接
投
資
』
を
、
昭
和
五
六
年
五
月
に
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
か
ら
出
し
た
。

　
昭
和
五
二
年
四
月
。
国
連
に
多
国
籍
企
業
委
員
会
が
設
け
ら
れ
「
行
動

規
範
」
づ
く
り
が
始
め
ら
れ
た
。
世
界
か
ら
一
五
名
と
い
う
エ
キ
ス
バ
ー

ト
・
ア
ド
パ
イ
ザ
ー
の
一
員
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
五
七
年
ま

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
六
回
の
ほ
か
ウ
イ
ー
ン
と
マ
ニ
ラ
に
出
か
け
た
。

　
昭
和
五
三
年
一
〇
月
－
五
七
年
一
〇
月
。
国
際
経
済
学
会
理
事
長
。

　
昭
和
五
六
年
九
月
。
私
の
還
暦
は
、
昭
和
五
五
年
五
月
ニ
ニ
日
で
あ
る

が
、
わ
が
弟
予
・
学
友
が
、
山
沢
逸
平
・
池
間
誠
編
『
資
源
貿
易
の
経
済

学
』
（
文
真
堂
）
な
る
還
暦
記
念
論
文
集
を
贈
つ
て
く
れ
た
。
感
懐
ひ
と

し
お
な
る
も
の
が
あ
る
。
弟
子
ど
も
の
成
畏
が
頼
も
し
い
。

　
昭
和
五
九
年
二
月
。
小
島
滴
・
小
沢
輝
響
共
著
『
総
合
商
社
の
挑
戦

－
経
済
開
発
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
ー
』
が
、
産
業
能
率
大
学
出
版
部
か

ら
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
英
・
仏
語
版
が
O
E
C
D
か
ら
出
さ
れ
る
手
は
ず

に
な
っ
て
い
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
東
京
外
語
出
の
コ
目
ラ
ド
州
立
大

単
小
沢
輝
橿
教
授
が
、
私
の
日
本
型
海
外
直
接
投
資
論
を
支
持
し
て
い
て

く
れ
る
。
来
日
の
折
し
ぱ
し
ば
相
談
し
た
り
、
E
S
C
A
P
の
投
資
間
題

の
会
議
に
（
昭
和
五
四
年
二
一
月
）
一
緒
に
出
か
け
た
り
し
た
。
O
E
C

D
で
の
「
新
形
態
海
外
直
接
投
資
」
研
究
に
、
彼
が
中
心
に
な
り
、
私
と

共
同
で
、
日
本
の
総
合
商
社
が
新
形
態
投
資
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
い
う

報
告
を
提
出
し
た
。
そ
の
日
本
語
版
で
あ
る
。

　
小
沢
教
授
は
、
海
外
直
接
投
資
に
関
す
る
実
証
分
析
は
、
デ
ー
タ
不
足
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に
加
か
わ
ら
ず
、
何
と
か
や
れ
る
と
い
う
、
大
き
な
刺
激
を
私
に
与
え
て

く
れ
た
。
理
論
的
に
の
み
示
し
た
、
日
・
米
海
外
直
接
投
資
の
相
違
点
を

検
証
す
る
と
い
う
作
業
を
、
昭
和
五
二
年
以
来
関
係
し
て
い
る
日
本
輸
出

入
銀
行
海
外
投
資
研
究
所
の
支
援
を
得
て
や
り
始
め
た
。
あ
と
一
年
位
の

間
に
同
研
究
所
の
「
調
査
資
料
」
と
し
て
出
版
す
べ
く
、
努
カ
中
で
あ
る
。

　
昭
和
五
九
年
二
月
一
〇
日
。
「
日
本
型
海
外
直
接
投
資
と
雁
行
形
態
論
」

な
る
テ
ー
マ
の
下
に
、
退
官
記
念
講
義
を
行
う
。
私
の
日
本
型
海
外
直
接

投
資
論
が
、
赤
松
要
先
生
の
雁
行
形
態
論
の
延
長
で
あ
り
、
一
橋
大
学
国

際
経
済
学
の
伝
統
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
と
同
時
に
、

動
態
的
国
際
分
業
論
の
樹
立
に
向
っ
て
、
仕
残
し
た
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
告
白
し
た
。
講
義
後
、
多
数
の
学
内
外
の
学
者
と
、
小
島
会
（
ゼ

、
ミ
）
メ
ン
パ
ー
の
参
集
を
得
て
、
盛
大
な
バ
ー
テ
ィ
を
開
い
て
も
ら
っ
た
。

一
世
の
感
慨
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
お

へ
の
拙
稿
「
貿
易
・
海
外
直
接
投
資
の
統
合
理
論
」
が
記
念
講
義
の
申
身

で
あ
る
。
そ
の
抜
刷
を
一
橋
大
学
退
官
記
念
論
文
と
し
て
、
挙
界
と
小
島

会
メ
ン
バ
ー
に
贈
っ
た
。

　
昭
和
五
九
年
四
月
一
日
。
停
年
制
に
よ
り
一
橋
大
学
を
退
職
。
一
橘
大

学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る
。
無
上
の
光
栄
で
あ
る
。

　
昭
和
五
九
年
四
月
。
国
際
基
督
教
大
学
（
I
C
U
）
教
授
に
転
ず
。

（1Oア）　小島清名誉教授自作年譜
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